
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面としての地域                          面としての地域 

   ＝ｺﾐｭﾆﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ                         ＝ｺﾐｭﾆﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景 

・少子化が進み、異年齢のこども同士で遊ぶ機会が減っている。 

・核家族化の進行や共働き家庭の増加により、家族ふれあいの機会が減少している。 

・地域ｺﾐｭﾆﾃｨが薄れ、地域のこどもと大人が交流する機会が少なくなっている。 

・都市化が進み、こどもたちが安全に且つ安心して遊べる「場」が無くなっている。 

・学力低下、体力低下、など「学校」だけでは対応できない課題が山積している。 

目標 

「地域のこどもを地域で育てる」 

 ｺﾐｭﾆﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ構想では、学校施設を「地域の学びの核」となる施設として位置づけ、子

供の教育を軸とした「学校」・「家庭」・「地域」の三位一体の取り組みを実現し、地域全体

でこどもの健全育成に係わることのできる仕組みづくりを目指していきます。 

手法 

「（仮称）総合型地域クラブを創設する」 

 地域の方が主体的に運営する（仮称）総合型地域クラブの設立・運営を支援します。こ

の地域クラブでは、こどもの健全育成を目標に地域のこどもから大人まで、スポーツから

文化、放課後の学習支援居場所づくり支援まで、まさに総合的な地域交流のクラブづくり

を想定しています。 

    ☆ スポーツ中心のクラブ⇒スポーツ・文化・こどもへの学習等支援のクラブへ

     ☆  おとな中心のクラブ⇒こどもからお年寄りまで楽しめるクラブへ 

（仮称）総合型地域クラブ 
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こどもの健全育成 異世代間交流 

地域全体で地域のこどもの健全育成を支える仕組み 

ボランティアバンク 

－ｺﾐｭﾆﾃｨｷｬﾝﾊﾟｽ構想は、学校施設を地域の学びの核となる施設と位置づけ、子どもの

教育を軸とした地域の教育力を高めていこうという構想です。－ 

学校支援 
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